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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

No. 

 2３ 

私の稀覯本ノート　その23 

○ 松永伍一著『子守唄の人生』 
椎窓　猛  

　去る10月の一燈大学で、ＫＢＣ九

州朝日放送の元ディレクター山田龍

蹊さんを講師に迎えた。演題は「記

憶が遺す昭和の記録」山田さんが直

接取材し、ドキュメンタリー制作に

当った体験だけに胸を打ってくる話

題で感銘を受けた。なかでも、「詩

人松永伍一の子守唄紀行＝“天草の

老人ホーム”からゆきさん」の話は、

印象鮮烈であった。「七つで子守、

十八で出稼ぎ、磯辺の千鳥のように

泣きながら海を渡った娘たち‥‥」

山田さんは松永伍一さんが書いた中

公新書『子守唄の人生』は絶版だと

話していた。 

　しかし私はこの一冊を所蔵してい

たと思い、書棚を探索したところ出

てきた。昭和52年の発行（1977）

であるから29年前になる。もはや絶

版古本の類に当るものか。 

　もし、山田さんの講演にめぐりあ

わなかったら、松永さんのこの一冊

をとりだして再読していたか、どう

か。 

　「私は若いとき、シベリアに行っ

て、三十四、五までおったでしょう

かな」ロシヤ語も覚えているという

天草の大山ツイノさんの話など、新

たな感動に包まれた。 

　　　　　　　　　（自分史図書館長） 

「ありがとう」は感謝のことば 

いちばん大切なのは、私たちの心を

温かくしてくれた「ありがとう」 

○世界一短い感謝状をＲＫＢ毎日 

　放送が募集したものです。 

筑後市の吉武さんは、自然、川への

感謝状。 
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つれづれの記 
句集緑の雨 
悲恋の女王久津媛 
たいしたものはありません 
福岡県の文学碑　古典編 
　　　〃　　　　近・現代編 
広瀬淡窓日記 
　　〃　　 （二） 
　　〃　　 （三） 
　　〃　　 （四） 
詩集晩鐘かすかに 
直腸切断 

受贈図書紹介 19 順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 

久留米市 
大牟田市 
日 田 市  
吉 井 町  
小 郡 市  
小 郡 市  
長 崎 市  
〃 　  
〃 　  
〃 　  

太宰府市 
福 岡 市  

………………………  的場　恒孝 
…………………………  平木　谷水 

…………………  福本　英城 
………  島居　祐示 
…………  大石　　實 
……  大石　　實 

……………………  井上源吾訳註 
〃　　　 
〃　　　 
〃　　　 

…………………  秋山　喜文 
……………………………  寺田健一郎 

蔵書目録 ③ ができました　￥１６０ 送料込（郵便切手可） 

受贈図書紹介は今月休みます。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時00分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 
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受贈図書紹介は今月休みます。 
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○ 塔に魅せられて 
山際得悦 

 
　献本に添えられた山際さ
んのお便り－「さて、イン
ターネットで、貴図書館の
ことを知り、ここに拙著を
献本させていただく次第で
す。小生は仏教文化が好き
で、仏像から入り、石仏に
惹かれ、更に建物に興味の
中心が移りました。対象は
五重塔、多層塔、処女出版
は平成５年「関東篇」８年
「東日本篇」平成11年「中
部日本篇」平成16年「近
畿・岡山篇」これを献本さ
せていただくことに致しま
した。」 
　山際さんは、千葉県我孫
子市在住。東急コミュニテ
ィーお勤めのかたわらの大
労作で感銘深く拝読した。 

○ 館長漫調 
貞森比呂志 

 
　貞森比呂志氏は佐賀市の
文化会館の館長さん。館案
内誌に毎月連載されたエッ
セイを集録されたもので、
干潮満潮の差日本一大きい
有明海にちなむ標題。 
　「一円玉の旅がらす」で
館長さんは、バット一振り
で何万円になるプロ野球選
手。献金名目で労せず金を
手にする政治家。「ピンか
らキリまで」目立たぬ仕
事、下働きのコツコツとま
じめな職業を一円玉のよう
に軽んじる風潮。「一円だ
って一円だって、恋もした
けりゃ夢もある－」館長さ
んは、「ぬくもりのある社
会実現」を希求されてい
る。 

○ 四階の小さな踊り場 
山田敦心 

 
　山田さんは、かって佐賀
の俊秀新鋭と注目を集めた
作家である。この作品集を
手にして、その山田さんも
早や70歳を越えられるか
と感無量な思いであった。
あとがきに「若い頃は小説
書きになりたいとの気概も
あったが、反面、会社勤め
の気楽さ、安穏さに染って
毒気を抜かれ、ぬるま湯に
浸り‥‥」と述べられてい
るがこの集成は、一つの青
春文学記念の道標として貴
重である。通常の図書館で
は、おそらく価値はさして
考えられないかも知れない
が、わが自分史図書館にと
っては貴重な一冊である。
巻頭の「事故」は、高見順
氏や平野謙氏が文学時評で
好意ある評価を寄せた作
品。 
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